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	応用
	抗原情報
	背景
	ガスデルミンD、N末端：微生物感染および危険信号に応答してピロプトーシスを促進する。ガスデルミンDは、炎症性カスパーゼCASP1またはCASP4によって、標準的なインフラマソーム活性化因子および非標準的なインフラマソーム活性化因子（細胞質LPSなど）に応答して切断されて産生される（PubMed:26375003、PubMed:26375259、PubMed:27418190）。切断後、細胞膜へ移行し、そこで内葉脂質（ホスファチジルイノシトール4-リン酸などのモノリン酸化ホスファチジルイノシトール、ホスファチジルイノシトール(4,5)-ビスリン酸などのビスリン酸化ホスファチジルイノシトール、ホスファチジルイノシトール(3,4,5)-ビスリン酸など）と強く結合し、ホスファチジン酸およびホスファチジルセリンとは弱く結合する（PubMed:27281216）。膜内でホモオリゴマー化し、内径10～15ナノメートル（nm）の細孔を形成することで、成熟IL1Bの放出とピロプトーシスの誘発が誘導される可能性がある（PubMed:27418190、PubMed:27281216）。殺菌活性を示す。ガスデルミンDは、ピロプトシス細胞から細胞外に放出されたN末端が、グラム陰性細菌およびグラム陽性細菌の両方に迅速に結合して殺菌します。脂質結合特異性により、外部から細胞膜を破壊しないため、隣接する哺乳類細胞に害を与えることはありません（PubMed:27281216）。細胞培養条件下では、リステリア・モノサイトゲネスなどの細胞内細菌にも活性を示します。カルジオリピンを含む細菌およびミトコンドリア脂質に強く結合します。非リン酸化ホスファチジルイノシトール、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジルコリンには結合しません（PubMed:27281216）。
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	GSDMD 抗体を使用した Jurkat 溶解物中の GSDMD のウエスタン ブロット分析。

